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(おもりの)重室さ X
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水 よう波

ものが水に とけ全体に

広 が り、す き通った波

重さをくらべる

41域 手 てんが ん

とかす前 。とか した後 メスシリンダエ

と け 残  ') スポイ ド・ピペ ッ ト

計量 スプーン

す  ')  き  ,)

ビー カー ・試験管
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ろか 。ろ紙

ろ紙でこす ことをろかとい う

水 よ う波の重 さ主

とけたものの重さ

十 ( )の 重さ
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ものが水に とける量には

(  )が ―あ り、

ものによってちが ラ
も

ミョウバンを永水で済やし

つぶが現れ るか調べ る

食塩は温度 を上げても

とける量は ( )し か

ぶ、えない
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とかしたものを取 り出すには

水 を ( )さ せる

食塩 ・ミョウバン
カ

1往 復
ぶ、らせ始めた

( )に  も どる まで
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とかしたものを取り出すには
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ミョウバン
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おもりの重さやぶゝりこの

ぶ、れはtゴを変えても
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おもりを糸などにつ るし

ぶ、れるように したもの
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糸をつるす点から
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軽 いおも り(ど一工) おも りを速 く当て る と

ものが動 くきょりが

(  )く なる

り(鉄の工) おも りの速 さを速 くす るには

)い ところから

スター トさせる

しょうとつ 。しょうげき 調べる条件以外は

(・・・)て お く

同 じにす る条件

・ も、りこの長 さ

・ ぶ、々化は↓ゴ

調べ る条件

・おも りの重 さ

おもりを重 く

もの が動 く

す る と

きょ げが
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燃 える 。ジ肖える

369 6年 上 始 め

広にす きまがある
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かん 。木 ぎれ
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空気がいれ かわ る

(新しい空気がはいる)
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ろうそ○
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空気の成分

ちっ衆(  %)酸 景(  %)

わずかな二酸化皮景
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採 取  器 三角フラスコ

ピンチヨッ

石 灰  水

二酸化炭景があヽれば白 くにごる
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木や紙などが完全に燃 える
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ものが燃 えると

酸素が (・・)て
二酸化炭素が (・つ)る

較素には、 ものを燃やす

はたらきがある

(酸景ヤでは、ものがよく燃える)
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うすい過酸化水景水
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酸景ヤで燃える鉄

金属が燃 えるときは、

二酸化炭素 を ( )な い
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消 化

食物が歯でかみ くだかれ

だ波や胃波 な どのはたらきで

体 内に吸収 されやすいものに変化す るこ
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ぶ、ん 手首 ・旅は く

だ  漱 k でんぷん
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は く動 ・ちょうしん器


